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辺技術や応用技術 - であり, 3Heの物性測定ではない｡
特にSQUID･NMRにおいては,問題点は次の3つである｡
i)磁場中のSQUIDよりの雑音の問題｡
SQUIDを磁場中で使用する場合,出力に現われる雑音が磁場と共に増大してくる｡ 我々
はこの雑音の周波数スペクトルを測定することによって,やや定量的な分析を行なった｡その
結果,信号線が磁場勾配中で行なう振動によると思われる雑音が非常に大きな割合をしめてい
ることがわかった｡
iJ')NMR用高周波磁場のSQUID-の影響｡
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